


平成 23 年 9月 29 日から 10 月 1日まで、20 世紀４回の噴火を体験した洞爺湖有珠山

地域で、「ジオツーリズムを通じた観光地づくり～変動する大地との共生～」をテーマ

に、第２回日本ジオパーク全国大会が開催され、のべ 2,000 人の参加がありました。

開催について

「ジオパークキッズ探検隊」は、この大会の関連事業であるジオフェスティバルと共に、大会最終日の平成 23 年

10 月 1日（土）に開催しました。ジオフェスティバルは将来を担う子どもたちの地球科学への関心を高め、科

学する姿勢を育成することを目的に、北海道内の地球科学関係者による、環境・防災・地質・天文・気象など

の実験や展示、講演などに参加する体験型イベントとして、平成 17 年から札幌などで開催されています。

協議会

 1、   いろんな水で実験しよう！ ---------------------

 2、   石ころマグネットを作ろう ---------------------

 3、   砂の中からお宝を見つけ出そう！ ------------

 4、   黒曜石アクセサリーづくり ---------------------

 5、   アンモナイトのレプリカづくり --------------- 

 6、   星砂を観察しよう --------------------------------

 7、   琥珀をみがこう ----------------------------------- 

 8、   函館の海岸浸食に関する展示 ------------------

 9、   お米で液状化現象を調べよう ------------------ 

10、震災写真展＋津波の砂を触ってみよう ------ 

11、大気圧を感じよう -------------------------------- 

12、雲をつくろう -------------------------------------- 

13、宝石探しをしてみよう --------------------------

14、洞爺湖の実験をしてみよう --------------------

15、小麦粉噴火で昭和新山をつくろう -----------

16、火砕流について知ろう --------------------------

17、ミニ星座早見工作セット -----------------------

18、太陽をみたいよう --------------------------------
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実験・観察テーマ 分野 出展

期　日：平成23年10 月1 日（ 土）

会　場：洞爺湖ビジターセンター

参加費：無料

主　催：日本ジオパーク
　　　　　　　   洞爺湖有珠山大会実行委員会

共　催：ジオ・フェスティバル in Toya 実行委員会

　　　  日本ジオパークネットワーク   

協　力：北海道高等学校理科研究会地学部会

　　　  洞爺湖有珠火山マイスターネットワーク

　　　  NPO法人有珠火山の会

■ ジオ・実験屋台（ ワークショップ）
      地球科学に関係する
    　　　　　観察・実験の体験ブース

参加者数

■ 第２回日本ジオパーク全国大会大会
                                                 のべ 2000 人
■ ジオフェスティバル                 150 人 
■ ジオパークキッズ探検隊           56 人
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参加手続き

1. 　参加者は来館する子どもたちの中から自由参加とし、受付専用ブースを設置した。

実施方法 

2.　 参加希望者に「隊員証」、「探検の書」、「探検の手引き」、クリップペンシル、首掛けホルダーを配布した。「隊員証」の

　　 表紙に氏名を記入してもらい、配布物をホルダーに入れ、探検が終わるまで首から提げるよう指示した。

■  探検の手引き

配布物

■  探検の書（表）

■  探検の書（裏）

■  クリップペンシル・隊員証・ホルダー
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指令① ジオマスターカードを５枚以上あつめよ！

ジオ・フェスティバルの実験や観察をして、クイズに答えて「ジオマスターカード」をもらおう !ジオ・フェスティバルの実験や観察をして、クイズに答えて「ジオマスターカード」をもらおう !

実験観察テーマ 三択クイズ 実験観察テーマ 三択クイズ

1 いろんな水で実験しよう！
～中和ってなんだろう？

お酢やレモン水などは・・・
　①酸性
　②アルカリ性
　③中性

10 震災写真展　＋　津波の砂を
触ってみよう

沖合での津波の速さはどれくらい？
　①ジェット機と同じくらい
　②自動車と同じくらい
　③自転車と同じくらい

2 石ころマグネットを作ろう
この石ころの年は何歳くらい？
　①ぼくらと同じくらいの１０歳
　②おじいちゃんのおじいちゃんくらいの１００歳
　③いやいや、そんなものじゃないぞ。１００万歳以上

11 大気圧を感じよう
１円玉の上に乗っている空気の重さはどれくらいでしょうか？
　①約１０ｇ
　②約１００ｇ
　③約１ｋｇ

3 砂の中からお宝を見つけ出そ
う！　Let's わんがけ

同じ大きさのつぶの黒い砂、白い砂をまぜて水の中にほうり
こむと、どのような砂が先に沈むでしょうか？
　①白い砂　②黒い砂
　③両方一緒に沈んでごましおのようになる

12 雲をつくろう
空気が薄くなると、気温はどうなりますか？
　①上がる
　②下がる
　③かわらない

4 黒曜石アクセサリーづくり
黒曜石の正体は何？
　①いん石
　②マグマ
　③人工のガラス

13 宝石探しをしてみよう
地球の内部の「マントル」をつくっている宝石は何でしょう？
　①　ダイヤモンド
　②　水晶
　③　ペリドット

5 アンモナイトのレプリカづくり
アンモナイトが生きていた時代はどれくらい前ですか？
　①１０００年くらい前
　②１万年くらい前
　③１億年くらい前

14 洞爺湖の実験をしてみよう
熱い軽石が水に入るとどうなるでしょうか？
　①沈む
　②浮かぶ
　③中間に浮かぶ

6 星砂を観察しよう
星砂の正体はなんですか？
　①砂が星形にけずれたもの
　②小さな生き物の死がい
　③流れ星のかけら

15 小麦粉噴火で昭和新山をつく
ろう

昭和新山と同じように粘り気のあるマグマが噴火してできた火
山はどれでしょう？
　①富士山
　②キラウエア火山（ハワイ島）
　③雲仙普賢岳（長崎県）

7 琥珀をみがこう
琥珀って何ですか？
　①大昔の植物の樹液
　②べっこうあめ
　③地下でできた鉱物

16 火砕流について知ろう
火砕流とは何ですか？
　①空から降ってくる火山灰
　②地面を流れてくる火山灰
　③地面を流れてくる溶岩

8 函館の海岸浸食に関する展示 展示のみ、クイズ無し 17 ミニ星座早見工作セット

地球の北半球では、時間が進むと北極星を中心に星はどのよう
に動くか？
　①適当にまわる
　②時計方向にまわる
　③時計と反対向きにまわる

9 お米で液状化現象を調べよう

この実験で使った米粒は、実際の液状化現象では何にあたり
ますか？
　①水
　②土や砂
　③建物

18 太陽をみたいよう
～太陽メガネをつくろう～

太陽の直径は地球の約１０９倍です。それでは、太陽の体積は
地球の何倍でしょうか？
　①約１０９倍
　②約１２０００倍
　③約１３０００００倍

1.　ジオフェスティバルの各出展ブースごとに「3択クイズパネル」を作成した。出展者はそれを使用し、「隊員証」を提げて
　　いる子どもには実験後にクイズを出し、正答なら（正答に導き）「ジオマスターカード」を渡した。

出題 クイズ一覧
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■ 噴火シリーズ ■ みどころジオサイトシリーズ

ジオマスターカード！（3シリーズ・20種 )

■ 動植物シリーズ

協力：貴重な資料は一見の価値あり

三松正夫記念館（昭和新山資料館）

　　隊員以外の子どもがカードを欲しがった場合は「探検の手引き」を渡し、受付ブースで参加手続きを行うよう伝えた。

裏面には簡単な解説をつけた。（抜粋）

■ 1910 年噴火

■ 北黄金貝塚公園

■ 2000 年噴火

■ ウチダザリガニ
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指令②「有くん火口探検」に参加して、火山のなぞをときあかせ！

１回目 探検隊長

　飯田 火山マイスター

1.　参加者には館内放送で受付ブース前に集合してもい、「隊員証」を提げていることを確認した。出発前に探検の書にある
　　指令、注意事項などを伝えた。

子どもたちに注意事項を伝えるキャプテン・ジーオ！？と探検を見守るジオマン。

「火山マイスターネットワーク」HPで詳しい情報を発信しています。

http://www.toya-usu-volcanomeister.net

有珠火山と共生していくための 「地域限定の称号」 です。その役割は、洞爺湖

や有珠火山地域の自然や特性についてしっかりと学び、噴火の記憶や経験、災

害を軽減する知恵などを次世代や地域内外の方々に向けて、自らの言葉で語り

継いでいく 「学びと伝えの実践者」 です。防災面、観光面でのさまざまな活動の

場面を想定し、地域防災力の向上を図るとともに、地域の魅力発信にも活かし

ていこうとするものです。

2回目 探検隊長

　佐茂 火山マイスター

洞爺湖有珠火山マイスターとは

   ■    時間は 1回の探検につき、約 50 分程度。出発時刻は ①10:40 ～  ②11:50 ～  ③13:00 ～ の計 3回実施。

   ■    隊長：洞爺湖有珠火山マイスター … 1 名　   案内補助・安全管理：ボランティアスタッフ … 3 名

   ■    当日は天候不順のため、探検は雨天プログラムで行った。会場の洞爺湖ビジターセンター館内と併設されている

　　   火山科学館の見学を火山マイスターの解説のもと行うこととした。

   

なぞ　　　この有くん火口の大きさは？　　直径 約　　　　　　　   メートル

なぞ　　    火口のそばにはある機械がうまっているよ。この火口ができた噴火のとき、この機械はこわれる  

                     ギリギリまで信号をおくっていたんだ。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズバリその機械とは？

この会場のすぐ裏には火山があるぞ！　探検隊長の話をよくきいて、火山のなぞに挑戦だ。

地震計

200
②

①
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3回目 探検隊長

　松本 火山マイスター



2.　探検開始。隊長が各ポイントで解説し、参加者にはクイズの答えや発見したことを記入してもらった。

あいにくの天気で野外探検には出かけられなかったが、大迫力で有珠山を体感できるシアターなどがある火山科学館

で楽しく学んだ。

2000年噴火当時、この場所（現洞爺湖ビジターセンター）にあった小学校に勤務していた佐茂隊長。当時の噴火のお話

しに真剣なまなざしの子どもたち。

床一面に広がる洞爺湖の空撮写真で学ぶ。一瞬の晴れ間を利用し、クイズの答えを求めて火口を眺める子どもたち。

修了手続き

※ 指令①（カード集め）と指令②（探検参加）は順不同とした。

1.　「探検報告書」を配布し、探検の感想などを記入してもらった。 その間に、「ジオパークカード」（5枚以上）を確認し
　　 クイズの答え合わせをした。

■ 探検隊 第一陣

■ 探検隊 第二陣

■ 探検隊 第三陣
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2.　「探検報告書」を提出してもらい、「修了証」と記念品を進呈した。

■ 記念バッチ

  様より、ご提供いただいた 

　

■ だて牛乳の「有珠山溶岩ドームシュー」

 を報告書を提出してくれた、親子全員に贈呈した。

 地域・期間 限定商品 

■ つくって学ぶペーパークラフトマップ「昭和新山」

様より、ご提供いただいた

洞爺湖温泉店

北海道地図株式会社 

 を報告書を提出してくれた、子ども全員に贈呈した。

大会期間中は店内に、洞爺湖有珠山ジオパーク専用コーナーを設置いただいた。
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 溶岩の流れ方の実験。 こはくをみがいたこと。 軽石をあたためたらしずんだこと。 洞爺湖の水中をみてみたい

有くんが、直径がやく200メートルがあ
るとおもってなかったからおどろいた

じっけんとかかたちをとるのがおもしろ
かった 有くんたまちゃんがみれてよかった ちかくで有くんたまちゃんをみたい。

かる石がしずんだところ ぎゅうにゅうと氷のじっけん マグマが岩石からできることがわかった 火口を歩きたい

有くん火口の大きさは、直径約200メー
トルあったこと。 実験をしたこと。（虫をほる実験） うす山は、ゆっくりと溶岩が流れるこ

と。４５個も火口が出きていること。 うす山に行ってみたい。

有くん火口の中の水がエメラルドグリー
ンだったこと

全部楽しかった、とくに、ふんかの時の
スクリーン

昨年べんきょうしたことでジオパークに
出れたしんぶんも、書けて、最優しゅう
賞をとった（自然）（原文まま）

すべてやったので、また、もう一度やり
たいです。

有くん火口の中の水の色がエメラルドグ
リーンですごかった。しおどろいた

全ぶ楽しかったです。特にふんかの時の
体験が楽しかったです！

昨年勉強したことでジオパークにでれた
こと。火口の中がすごかった。新聞をか
いて最優しゅう賞をとった（原文まま）

すべてやったので、もう一回やってみた
ら、おもしろいと思います。

ふんかしたところ。 マグマ せん口がぐにゃりってなったところ。
（原文まま） ふんかしたところ

未記入 たのしかったことは、いろんなことがし
れたことです 未記入 未記入

わたしは、岩手からひっこしてきたの
で、火ざんてっこんなにこわいだな。と
おもいました。（原文まま）

いろいろなじっけんとかのが一番楽し
かったです。（原文まま）

じしんがくると、かざんがふんかするあ
いずだとおもいました。 未記入

有珠山がふんかして新しい山を作ってた
こと

有珠山の１９７７年のふんかのえいぞう
見てたとき 地震計が設置されてた事 火口を見にいきたい。

水に紙をつけて、色が変わるのが一番お
どろいた。 マグマの自験（原文まま） 雲はうすくなると気温が下がる 火口の中を見に行きたい。

私は札幌にいてここにきて３年はたちま
したが、いろいろなかこうがあり、もの
すごく、たのしかった。

いろいろたのしく、じっけんや、かんさ
つができてたのしかった

ゆうくんかこうやたまちゃんかこうは約
200メートルもあってびっくりした 未記入

空気でもてなかったこと こはくみがき こくようせきをほった。 ほうせきをほりたい

なし なし なし ふじさん

シアターで音がした時。本当にじしんが
来たと思った。 カードをもらえたこと いろんなことを知ったこと どうくつに行きたい。

１おどろいたことは、一円玉のかかる大
きあつが大かったのでおどろきました。
（原文まま）

こはくけずりがたのしかったです。
うす山は１１万年まえぐらいからふん火
したことが一ぼん見っけんしました。
（原文まま）

こんどはマグマのことおしりたいです。
（原文まま）

イスがゆれたこりしたこと。大きい音が
きこえたこと。（原文まま） 下を通ったこと。 ふんかの事。 いろんな事。

未記入 未記入 どーんとゆれた 未記入

有くん火口の直けいの大きさが200ｍも
あったこと みんなとえいがをみたこと（原文まま） 有くん火口のことが分ってよかった（原

文まま） いろいろあります。

こわいこと（原文まま） いっぱいおしえてく（原文まま） みんなとたいけんできたこと。 なし

火口が２００ｍもあること。 えいぞうを見たこと。 ない ない

なぞときがわかった えいぞうを見たこと えいぞうでわかったの・・・（原文ま
ま） 玉ちゃん火口にいって見たい。

一番おどろいたこと 一番楽しかったこと 一番の発見・思い出 次に探検したいこと

火口が２００メートルあること えいぞうをみたこと ない ない

探検報告書一覧 報告書提出：48 人　 　※ 探検隊 参加者 56 人 　内  未就学児 8人
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24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

いすがゆれたところ たんけんがたのしかった。 未記入 未記入

ふんかの後、火ざんばいがながれる所 大がたスクリーンでふんかを見たこと
（原文まま）

大がたスクリーンでふんかを見たこと
（原文まま） 火ざんの所でどうやって生ているのか

火山のふんかわいがいと音がすくない
（原文まま） 地しんたいけん 火山の地しんがはん年もつづくこと とうやこやこんぴらやま

ふん火するのは音が出ないことスクリーンで見ることふん火するのに、音がでないこと

いしでけずったりしたこと いろいろなことおしてあそんだこと（原文まま）未記入 未記入

かざんがふんかしたこと。 たんけんしたこと。 なし。 未記入

未記入 未記入 未記入 未記入

ない ようがん カードを２１まいあつめた 未記入

ふんかしたこと 探検したこと すごかった ふんかしたところを見に行きたい。

えいがをみたときちょとゆれておどろい
た（原文まま） カーどあつめたのしかった（原文まま） なかった ふねにのりたい

じしんがくるのおどいた（原文まま） なし なし なし

ふんかしたこと 探検したこと すごかった ふんかしたところ見たい

かざんのえいぞうのおとがびっくりし
た。 まぐまのえいぞう。 かあどにいろんなえがついてておもしろ

い。（原文まま）
ちがうかざんおたんけんしたい。（原文
まま）

じしんけいゆしゅなところにおどろい
た。（原文まま）

くいずがおもしろくてもう一回やりたい
です。

ほうせきがすごくきれいなことに、きづ
きました。

くいずや、くれるのが、もう一回やりた
い。

ふんかした所がいっぱいああっておどろ
いた。

いろいろなたいけかできて楽しかった
（原文まま） ゆうくんたまちゃん 未記入

ふんかしたところがこうなにあったんだ
な～と思った。（原文まま）

いろいろなたいけんがあってたのしかっ
た 未記入 未記入

しょうは、しんざんのふんかのしかた。
（原文まま） じっけんがたのしかった 未記入 ふじさん

ふんかでじしんがこまかくゆれたこと。 けむりがむくむくあがていたこと。（原
文まま）

さいこのえいぞうがこわかったこと。
（原文まま）

中島にいってしかを見てみたいです。
（大きいしか）

全ておどろいたけど、特に、大昔の生き
特や、虫がレプリカや、本物をみれた事
が、いちばんうれしかったです。

色々な所を回って、探けんたいみたい
だったのが、たのしかったです。

一番の思い出は、ここに来て、色々な事
を教えてもらったことです。

なぜ、洞や湖が出来たのかなどを、探検
したいです。（原文まま）

シアターで音がいっぱいきこえてびっく
りした。 いろんなことがわかって楽しかった。 しょうわしんざんのあかい所がれんがと

言うことを発見した。 どうぶつをさがしながらたんけんしたい

火山があんなふうにできたんだってこと
を知りました。 カードをとったことです。 未記入 よくわかりません

ほしのすな ほうせき くもをつくる 何でもいい

えいがをみてたときいすがうごいたとこ
ろ。 カードあつめがたのしかった。 ない ない

ふん火で洞爺湖ができたこと シアター 初めてシアターを見た 有くん、玉ちゃんを見てみたい

こんどこそ火口に行きたい！

かる石がしずむ こむぎこのふんか 雲ができた かこうを歩く

ー９ー



■ 近郊の小学生を中心に、当地域としては、かなり多くの子どもたちの参加があった。

■ 実験ブースでのクイズの出題とカードの提供は非常に相性が良いものであった。
　 カードほしさにブー スを回る子どもがたくさんいた。告知なしの少数のレアカード
　 にも、カードゲ ームになれた今の子どもたちは、すぐに反応していた。

■ 天候不順により、残念ながら野外の探検は中止としたが、充実した展示施設と臨機
　 応変な火山マイスターの案内で、楽しくジオパークを  ” 探検 ”  できた。

参加した子どもの保護者からは「子どもが夢中になっていた」「帰りたくないと泣い

ていた」「おみやげや景品を大事にしている」「わかりやすく教えてもらえた」等、好

意的な感想が多く寄せられた。子どもたちの感想等からも、ジオキッズ探検隊の活動

を通じて、子どもの健全な育成の促進を図ることに寄与できたものと考えられる。 人気になったレアカード

まとめ

ー１０ー
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